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大
淀
祇
園
祭

大
淀
で
最
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る

祭
り
で
あ
る
祇
園
祭
は
、
天
王
祭

と
も
い
わ
れ
、
毎
年
、
旧
暦
の
６

月
14
日
に
近
い
土
曜
日
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
山
車
を
乗
せ
る
船
の

運
行
、
潮
時
の
関
係
で
こ
の
日
が

定
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
、
新
暦
で

は
７
月
や
８
月
に
な
る
年
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
祭
り
の
始
ま
り
は
江
戸
時

代
中
期
で
、
今
か
ら
約
２
５
０
年

前
か
ら
続
く
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

疫
病
よ
け
と
氏
子
安
全
・
農
業
と

漁
業
の
繁
栄
を
祈
る
も
の
で
、
現

在
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

以
前
、
東
区
は
三
世
古
（
中

区
・
北
区
・
西
区
）
と
同
じ
よ
う

に
昼
間
山
車
を
引
い
て
い
ま
し
た

が
、
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
宵
宮
祭

り
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

先
人
の
日
々
の
暮
ら
し
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
郷
土
芸
能
や
地
域
の
伝
統
行
事
、
長
い
歴
史
を
ほ
う
ふ

つ
さ
せ
る
多
く
の
文
化
財
は
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
を
理
解
す
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
財
産

で
す
。
し
か
し
、
現
在
、
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
れ
ら
も
、
住
民
が
意
識
的
に
継
承
し
て
い
か
な
け
れ

ば
、
な
く
な
っ
て
し
ま
う
財
産
で
す
。
過
去
の
優
れ
た
財
産
を
継
承
す
る
こ
と
は
、
地
域
の
存
在
意
義

を
高
め
る
と
と
も
に
、
現
在
の
ま
ち
づ
く
り
や
人
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

夏
祭
り
の
復
活
、
子
ど
も
会
が
受
け
継
い
で
い
る
行
事
、
新
た
に
つ
く
ら
れ
た
行
事
な
ど
、
後
継
者

不
足
の
中
で
い
ろ
ん
な
人
た
ち
の
影
の
努
力
や
み
ん
な
の
協
力
で
開
催
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
三
世
古
と
山
大
淀
は
ち
ょ

う
ち
ん
な
ど
で
飾
り
付
け
ら
れ
た

ケ
ヤ
キ
造
り
の
山
車
を
当
日
引
き

ま
す
。
山
車
の
階
下
に
は
、
囃
子

（
は
や
し
）
方
が
乗
り
、
階
上
に

は
神
鏡
、
幣
束
、
若
松
榊
が
ま
つ

ら
れ
て
い
ま
す
。

山
車
は
、
そ
ろ
い
の
法
被
（
地

元
で
は
カ
ン
バ
ン
と
呼
ぶ
）
を
着

た
引
き
手
と
笛
や
太
鼓
・
チ
ャ
ン

ギ
リ（
金
属
の
楽
器
）で
祇
園
囃
子

を
奏
で
る
囃
子
方
、
そ
し
て
、
山

車
の
４
隅
に
い
る
舵
取
り
役
の
梃

子
（
て
こ
）
に
よ
っ
て
動
き
ま
す
。

引
き
手
の
前
方
に
は
露
払
い
と
い

っ
て
、
天
狗
（
て
ん
ぐ
）・
万
燈
（
ま

ん
ど
う
）
持
ち
・
大
の
ぼ
り
持

ち
・
笠
鉾
（
か
さ
ほ
こ
）
持
ち
・

小
の
ぼ
り
持
ち
な
ど
が
い
ま
す
。

階
上
の
役
員
の
指
示
に
よ
り
、

山
車
は
地
区
の
主
要
道
路
を
練
り

歩
き
、
大
淀
漁
港
へ
と
進
み
ま
す
。

夕
方
に
は
、
大
き
な
２
隻
の
船
に

山
車
を
乗
せ
る
「
海
上
渡
御
」
が

あ
り
ま
す
。
岸
壁
か
ら
船
に
渡
さ

れ
た
木
の
渡
し
を
一
気
に
滑
り
込

む
一
瞬
。
緊
張
の
瞬
間
は
み
ん
な

の
注
目
を
浴
び
ま
す
。

そ
の
後
、
海
に
浮
か
べ
ら
れ
た

船
は
業
平
松
の
下
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
花
火
が
夜
空

に
上
げ
ら
れ
、
観
客
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

いいいいつつつつままままででででもももも残残残残ししししてててていいいいききききたたたたいいいい－－－－

ままままちちちちのののの伝伝伝伝統統統統行行行行事事事事 ②②②②

車
輪
の
き
し
む
音
と
と
も
に
路
地
を
進
む
山
車
。



夏
ら
し
い
好
天
に
恵
ま
れ
た
７

月
30
日
の
午
前
中
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
子
ど
も
み
こ
し
が
か
け
声

と
と
も
に
地
区
内
を
練
り
歩
き
ま

し
た
。

ま
た
、
午
後
に
は
山
車
の
引
き

回
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
三
世

古
青
年
団
」「
お
ま
ん
た
ク
ラ
ブ
」

「
で
や
ん
か
い
」「
な
り
ひ
ら
か
い
」

の
法
被
を
着
た
威
勢
の
よ
い
若
者

た
ち
が
「
車
輪
が
き
し
む
音
」
や
、

笛
や
太
鼓
な
ど
の
は
や
し
方
が
奏

で
る
「
祇
園
ば
や
し
」
と
と
も
に

ケ
ヤ
キ
作
り
の
山
車
を
引
き
、
細

い
路
地
を
進
ん
で
い
く
光
景
は
迫

力
満
点
で
し
た
。

大
淀
港
で
は
「
海
上
渡
御
」
を

見
よ
う
と
す
る
人
た
ち
の
中
、
山

車
が
見
事
、
船
の
上
に
滑
り
込
み

ほ
っ
と
一
息
。
そ
し
て
、
奉
納
番

●特集　いつまでも残していきたい　まちの伝統行事
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江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
と
さ
れ

て
い
る
羯
鼓
踊
り
が
７
月
17
日
、

有
爾
中
の
宇
爾
桜
神
社
で
行
わ

れ
、
疫
病
退
散
・
家
内
安
全
を
祈

願
し
ま
し
た
。

大
人
の
踊
り
子
は
頭
に
赤
熊

（
し
ゃ
ぐ
ま
）
を
か
ぶ
り
、
棒
じ

ま
の
浴
衣
に
腰
み
の
、
腹
に
白
木

綿
の
サ
ラ
シ
を
巻
き
、
わ
ら
じ
に

手
甲
と
い
う
い
で
た
ち
で
羯
鼓
を

抱
え
て
踊
り
ま
す
。
子
ど
も
の
踊

り
子
は
頭
に
花
笠
を
着
け
て
踊
り

ま
す
。
ま
た
、
綾
踊
り
で
は
綾
子

の
男
児
９
人
が
頭
に
花
笠
を
着

け
、
扇
な
ど
を
手
に
踊
り
ま
す
。

蒸
し
暑
い
こ
の
日
、
神
社
に
集

ま
っ
た
地
域
住
民
は
大
き
な
う
ち

わ
で
踊
り
子
た
ち
に
風
を
送
り
な

が
ら
、
伝
統
行
事
を
見
守
り
ま
し

た
。

有
爾
中
の
羯
鼓

か
ん
こ

踊
り

みいとフェスタと納涼大会

下御糸小学校で７月17日、みい

とフェスタin相撲と地域づくり納涼

大会が同日開催されました。

みいとフェスタの相撲大会では、

同校児童の地区対抗団体相撲など

が行われました。また、夕方から

の納涼大会では、盆踊りなどが行

われ、多くの参加者でにぎわいま

した。

斎宮ふれあい祭

斎宮小学校グラウンドで７月23

日、地域住民の交流を深めようと

斎宮ふれあい祭（斎宮地区ふれあ

い祭実行委員会主催）が開催され

ました。

この日は、レコード踊りやよさ

こいソーラン、フラダンス、同校

４年生が運営する夜店などが行わ

れ、大勢の人でにぎわいました。

サマーカーニバル in 大淀

大淀小学校グラウンドで８月14

日、サマーカーニバルin大淀（大淀

夏まつり実行委員会主催）が行わ

れ、大勢の人でにぎわいました。

この日は、金魚すくいやヨーヨ

ー釣りなどの夜店、踊りやゲーム、

お菓子やもちまきなどが行われ、

大人も子どもも地域の夏祭りを楽

しみました。

付
の
読
み
上
げ
と
共
に
上
が
る
数

千
発
の
花
火
が
空
い
っ
ぱ
い
に
広

が
り
ま
し
た
。

楽しそうにみこしをかつぐ子どもたち。

綾踊りを踊る幼児たち。頭に赤熊をかぶり踊る。
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町青少年指導員協議会（三宅　括会長）が

７月28日の夜間、全員パトロールを実施し

ました。

この協議会は、青少年育成町民の会や明和

交番警察官などで構成され、青少年の非行防

止と生活指導および青少年に関する相談や情

報収集などを行い、健全育成に寄与すること

を目的に、平成15年８月に設置されました。

この日は、旧玉城ジャスコや大淀のキャン

プ場・イオン明和ショッピングセンターなど

を21人の指導員がパトロールしました。

町内で全員パトロール

明和町男女（みんな）の連絡会（世古口文

子代表）が開く「町議会議員と語る会」が７

月13日、町役場で行われ、まちづくりにつ

いて意見交換をしました。

同会のメンバー22人と町議会議員９人は

４グループに分かれ、「災害に強いまちづく

り」「地域で子育てしやすいまちづくり」な

ど４テーマについて意見交換をしました。

その後行われた全体での意見発表では、

「子どもに自分の身を守る講習を受けさせて

ほしい」など多くの意見が出されました。

町議会議員と語る会

斎宮歴

史博物館

の芝生広

場や森で

７月 1
6

日、自然

の中で遊

ぶ「パパ

とどきど

きネイチ

ャーゲー
ム」が行

われ、1
8組50人

が参加し
ました。

この催し
は、親子

、特に父
親に参加

してほし
いと、子

育て

支援団体
　おむす

び（乾　
茂子代表

）が開き
ました。

講師に三
重県ネイ

チャーゲ
ーム協会

指導員の
松尾英人

さん

を迎え、
「目隠し

して何が
聞こえる

か」「太
陽の位置

はどこか
」

などのゲ
ームを通

して、自
然と触れ

合いまし
た。

参加した
児童は、

昆虫を捕
まえたり

はだしで
走ったり

、自

然の中で
生き生き

と遊んで
いました

。

パパとど
きどきネ

イチャー
ゲーム



町内の小
学６年生

16人が
、ふるさ

と会館

で一日図
書館員を

体験しま
した。

これは、
子どもた

ちに図書
館員の仕

事や役

割を体験
してもら

い、図書
館をもっ

と身近に

感じても
らおうと

、同館が
平成８年

から行っ

ています
。７月2

8日から
８月11日

までの８

日間、２
人１組で

図書の貸
し出しや

返却など

の作業を
体験しま

した。

体験中、
友達が本

を借りに
くる場面

も。体

験した児
童の一人

は「接客
が難しか

った」と

話してい
ました。

小学生が
１日図書

館員

近隣町村の小学生48人が参加する大淀海

岸サマーキャンプが、８月10、11の両日、大

淀ふれあいキャンプ場周辺で行われました。

このキャンプは、子どもの生きる力と協調

性の育成を目的に、青少年育成町民の会と町

教育委員会が近隣町村合同事業として開催し

ました。子どもたちは、うどん打ちや地引網

体験、捕れた魚を相可高校食物調理クラブの

生徒に手伝ってもらいながら調理、飯ごう炊

飯、海ガメのスライドシアター教室など、大

淀での自然を満喫しました。

大淀海岸でサマーキャンプ

国史跡斎宮跡で７月23日、町民や緑のま

ちづくり推進委員・みどりの会員・みどりの

少年隊など約80人が参加して、コスモスの

種まきが行われました。

この種まきは、花や緑あふれるまちづくり

を進めようと毎年行われています。

太陽が照りつける中、参加者は、同史跡内

の畑1.6㌶に、バケツの土に混ぜた約80㍑の

コスモスの種をまんべんなくまきました。

秋には、色とりどりの花が観光客や町民の

目を楽しませてくれることでしょう。

コスモスの種まき

町ALT（語学指導助手）のカール・デイビッ

ト・アンドリューさんが町内６小学校児童に

英語を教える「Davidと英語de遊ぼう！」が、

７月25日から８月23日までの間に各校２日ず

つ行われ、延べ270人あまりが参加しました。

７月28日、英語での数字や時間の読み方

などを学び、それを使ったビンゴゲームや鬼

ごっこ遊びなどを通して、英語に親しみまし

た。デイビットさんと仲よくなった児童たち

は、別れるときに「See you！（またね）」

と英語であいさつしていました。

Davidと英語de遊ぼう！
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6

ひ
よ
っ
子
グ
ル
ー
プ
が

子
育
て
支
援
勉
強
会

７月16日 
～８月15日 

 今年１月 
からの累計 

昨年同時期 
 との比較 

交通事故総件数 

人身事故件数 

負傷者数 

死者数 

物損事故件数 

73件 

17件 

21人 

0人 

56件 

504件 

115件 

167人 

3人 

389件 

＋47件 

ー7件 

＋１人 

±0人 

＋54件 

■町内の交通事故発生状況（平成17年８月15日現在） 

～運転中　握るケイタイ　消える視野～ 

 

 

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

中
央
公
民
館
で

防
災
講
座
を
開
催

「
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」

初
日
の
７
月
11
日
、
イ
オ
ン
明
和

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
北
側
入

口
付
近
で
交
通
安
全
大
会
が
開
か

れ
、
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委

員
な
ど
約
２
０
０
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

こ
の
大
会
は
、
自
治
体
や
警
察
、

交
通
関
係
機
関
・
団
体
、
地
域
住

民
が
一
体
と
な
っ
て
交
通
安
全
県

民
運
動
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
地
域
住
民
の
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
を
図
り
、
交
通
事
故
防
止

を
目
指
す
こ
と
が
目
的
で
す
。

こ
の
日
は
、
パ
ト
カ
ー
・
広
報

車
の
出
動
や
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
村
林
孝
生
会
長
に
よ
る
交
通

安
全
宣
言
、
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

県
警
ヘ
リ
か
ら
の
投
下
な
ど
が
行

わ
れ
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

明
和
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
・
プ
ラ
ス
１
（
中
村
繁
春
代

表
）
が
開
く
防
災
講
座
が
７
月
13

日
、
中
央
公
民
館
で
あ
り
、
地
域

住
民
や
県
・
町
行
政
関
係
者
、
消

防
関
係
者
な
ど
53
人
が
受
講
し
ま

し
た
。

こ
の
日
は
、
松
阪
地
区
広
域
消

防
組
合
救
急
救
命
士
の
東
出
直
明

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
国
際
緊
急

援
助
隊
医
療
チ
ー
ム
の
一
員
と
し

消防法の改正（平成16年６月２日）に伴

い、火災を初期に見つけて知らせる住宅用

防災警報器の設置が義務付けられました。

新築住宅は平成18年６月１日から、既存住

宅は平成20年６月１日からとなります。

●住宅用防災警報器の種類と使い分けは？
煙式＝居室や階段に適します。ただし、湯気や煙の発生しやす

い場所には不向きです。

熱式＝居室や熱が発生しやすい場所に適します。

●どのくらいの熱や煙で働くの？
煙式＝たばこの煙を約50㌢離れた所から吹きかけると警報を発

します。

熱式（低温式）＝警報器の周辺が約65度になると警報を発します。

※詳しくは、松阪地区広域消防組合消防本部予防課

（TEL0598-25-1412）へ。

子
ど
も
の
事
故
の
予
防
と
対
策

に
つ
い
て
学
ぶ
子
育
て
支
援
勉
強

会
が
７
月
27
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館

で
あ
り
、
親
子
約
40
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
子
ど
も
の
事
故
を

防
ぐ
勉
強
を
通
し
て
子
ど
も
同
士

や
親
同
士
の
交
流
の
場
に
な
れ
ば

と
、
ひ
よ
っ
子
グ
ル
ー
プ
が
開
き

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
明
和
消
防
署
と
防

災
訓
練
セ
ン
タ
ー
か
ら
４
人
を
講

師
に
招
い
て
、
事
故
が
起
こ
り
や

す
い
状
況
の
説
明
や
、
乳
児
・
小

児
の
人
形
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生

て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ
島

沖
巨
大
地
震
、
大
津
波
災
害
で
救

護
に
あ
た
っ
た
様
子
な
ど
を
ス
ク

リ
ー
ン
で
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
東
出
さ
ん
は
「
災
害
時
に

は
金
銭
的
・
物
的
援
助
だ
け
で
な

く
、
人
と
人
、
顔
と
顔
が
見
え
る

関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
」
と

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
は

平
成
17
年
３
月
に
発
足
。
明
和
町

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

防
災
講
座
の
受
講
者
15
人
が
メ
ン

バ
ー
と
な
り
、
学
ん
だ
こ
と
を
活

（
そ
せ
い
）
法
の
実
演
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
一
人
は
、
「
子
ど
も

が
口
に
物
を
入
れ
て
歩
く
の
で
、

今
後
は
気
を
付
け
よ
う
と
思
う
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
い
）
か
し
て
み
ん
な
の
防
災
意

識
を
高
め
よ
う
と
活
動
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
防
災
講
座
を
開
い
て

い
く
予
定
で
す
。

住宅用防災警報器の設置が義務付けられました

町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 
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危
険
物
取
扱
者
試
験
と

予
備
講
習
会

「もしも、外国からの武力攻撃や大規模テロが

わが国で起こったらどうしますか」といっても、

皆さんにとって現実の問題として考えることは

難しいかもしれません。しかし、このような緊

急事態に必要な備えは、平和なときにこそ十分

に考えておくべきことです。武力攻撃やテロな

どから国民の命や財産を守るため、平成16年９

月に「国民保護法」が施行され、平成17年３月

には「国民の保護に関する基本指針」が閣議決

定されました。「国民保護」は、皆さん一人ひと

りの命や財産に直接関係するとても大事なこと

です。

この「国民保護」について正しい知識や情報

を理解していただくため、住民説明会を開催し

ます。この機会にぜひ参加してください。

■とき ９月14日(水) 午後７時～８時30分

■ところ 三重県松阪庁舎（松阪市高町138番

地）第33会議室

※詳しくは、三重県松阪地方県民局地域計画・

防災室（TEL0598-50-0503）へ。

シリーズ『自分の身は自分で守ろう！』

台風や地震だけじゃない
～国民保護法を理解しよう～

明
和
ブ
ロ
ッ
ク
電
気
工
事
組
合
が
防
犯
灯
の
点
検
・
補
修

有
爾
中
老
人
会
が

防
犯
講
習
会
を
受
講

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
乙
種
第

四
類
・
丙
種
）】

■
と
き
　
11
月
13
日

(日)

■
と
こ
ろ

三
重
中
京
大
学
（
松

阪
市
久
保
町
・
旧
松
阪
大
学
）

■
受
験
願
書
の
交
付

松
阪
地
区

広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防

課
（
松
阪
市
川
井
町
１
０
０
１

番
地
１
）
・
明
和
消
防
署
・
広

域
消
防
各
分
署
・
松
阪
地
方
県

民
局
企
画
調
整
部
で
交
付

■
受
け
付
け

９
月
２
日

(金)
〜

14
日

(水)
に

(財)
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
三
重
県
支
部
（
〒
５

明
和
ブ
ロ
ッ
ク
電
気
工
事
組
合

（
熱
田
　
忠
代
表
）
の
10
人
が
８

月
７
日
、
町
管
理
の
防
犯
灯
50
カ

所
の
無
料
点
検
と
不
良
個
所
の
補

修
、
清
掃
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
防
犯

灯
で
道
を
明
る
く
し
て
犯
罪
な
ど

さ
く
ら
会
館
で
８
月
８
日
、
防

犯
講
習
会
が
開
か
れ
、
有
爾
中
老

人
会
約
80
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
、
有
爾
中
地
区

に
泥
棒
や
押
し
売
り
な
ど
が
増
え

る
中
、
安
心
で
安
全
な
生
活
を
築

き
た
い
と
、
松
阪
警
察
署
生
活
安

全
課
の
防
犯
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
牛
場

英
之
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

牛
場
さ
ん
は
「
見
慣
れ
な
い
人

が
い
た
ら
、
顔
を
見
て
声
を
か
け

る
こ
と
。
泥
棒
は
顔
を
覚
え
ら
れ

る
こ
と
を
嫌
う
の
で
防
犯
に
な

１
４
―
０
０
０
３
　
津
市
桜
橋

３
丁
目
４
４
６
番
地
34
）
へ

（
当
日
消
印
有
効
）

※
詳
し
く
は
、
同
支
部
（

TEL
０

５
９
―
２
２
６
―
８
９
３
３
）
へ
。

【
乙
種
第
四
類
予
備
講
習
会
】

■
と
き

10
月
29
日

(土)

午
前

９
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ

嬉
野
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
２
階
大
会
議
室
（
松
阪
市

嬉
野
町
１
４
２
９
番
地
１
）

■
定
員

１
０
０
人

■
費
用

４
１
０
０
円
（
資
料
代

な
ど
）

■
受
講
申
込
書
の
交
付

松
阪
地

区
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
予

防
課
・
明
和
消
防
署
・
広
域
消

防
各
分
署
で
交
付

■
受
け
付
け

９
月
２
日

(金)
〜

10
月
28
日

(金)
（
土
曜
・
日
曜

を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
）
に
同
組
合
消
防
本

部
予
防
課
へ

※
詳
し
く
は
、
同
組
合
消
防
本
部

予
防
課
（

TEL
０
５
９
８-

25-

１
４

１
２
）
へ
。

る
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
よ
う
な
防
犯
講

習
会
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
総

務
課
（

TEL
52-

７
１
１
１
）
へ
気

軽
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

を
少
し
で
も
な
く
そ
う
と
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
一
人
は
、
「
田
ん
ぼ

道
は
防
犯
灯
が
な
い
と
真
っ
暗
。

部
活
動
で
遅
く
な
る
子
ど
も
な
ど

の
不
安
を
少
し
で
も
軽
減
さ
せ
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。



888

人権課 TEL52-7116・FAX52-7133
町人権センター TEL・FAX55-3052

学校教育課TEL52-7123・FAX52-7133
生涯学習課TEL52-7124・FAX52-7133

特
設
人
権
相
談
所
の

開
設

人権センター９月・10月の講座案内

●連続お菓子づくり教室

家庭で簡単に作れるお菓子を作ります。

■とき ９月20日(火)・27日(火) 両日午前10時～正

午

■ところ 町人権センター

■参加費 300円

■定員 18人（先着順）

■募集期間 ９月12日(月)～15日(木) 午前９時～午

後５時

※詳しくは、町人権センターへ。

●陶芸教室

電気ろくろを使ってオリジナルの作品を作ります。

■とき ９月22日(木) 午前９時～午後４時30分

■ところ 町人権センター集合、マイクロバスで「酔

月窯」（四日市）へ

■参加費 1,500円（粘土代）

■定員 20人（先着順）

■募集期間 ９月12日(月)～16日
(金) 午前９時～午後５時

※作品は、交流祭（10月29日・30日）で展示させてい

ただきます。詳しくは、町人権センターへ。

●こけ玉作り

かれんな草花を使ってこけ玉を作ります。

■とき 10月１日(土) 午前９時30分～11時30分

■ところ 町人権センター

■参加費 1,000円程度（材料費）

■持ち物 ゴム手袋など

■定員 20人（先着順）

■募集期間 ９月12日(月)～16日(金) 午前９時～午後
５時　

■そのほか 軽作業ができる服装で参加してください

※詳しくは、町人権センターへ。

●夏の疲れをいやす体にやさしい料理

夏の暑さで疲れた体を元気にしてくれる、栄養バラ

ンスの取れた料理です。

■とき 10月５日(水) 午前10時～正午

■ところ 町人権センター

■参加費 500円

■持ち物 米１合

■定員 20人（先着順）

■募集期間 ９月26日(月)～30
日(金) 午前９時～午後５時
※詳しくは、町人権センターへ。

連
続
人
権
講
座
を

開
催

特
設
人
権
相
談
所
を
、
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

い
じ
め
・
差
別
・
隣
人
関
係
な

ど
で
お
悩
み
の
人
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
と
き

９
月
14
日

(水)

午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
相
談
員

人
権
擁
護
委
員

※
詳
し
く
は
、
人
権
課
へ
。

■
と
き
・
演
題
・
講
師

９
月
25

日
(日)

午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
＝
「
と
も
に
生
き
る
社

会
を
め
ざ
し
て
」
愛
知
淑
徳
大

学
医
療
福
祉
学
部
福
祉
貢
献
学

科
教
授
　
谷
口
明
広
さ
ん
▽
10

月
７
日

(金)

午
後
７
時
30
分

〜
９
時
＝
「
愉
し
い
人
権
　
人

権
っ
て
な
に
…
」
一
志
郡
美
杉

村
人
権
セ
ン
タ
ー
所
長
　
柘
植

久
さ
ん
▽
11
月
10
日

(木)

午

後
７
時
30
分
〜
９
時
「
私
が
出

会
っ
た
高
齢
者
た
ち
」
マ
ス
ヤ

グ
ル
ー
プ

(株)

エ
ム
ケ
イ
・

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
　
ポ
ピ
ー

昨年の「人権講座」の様子。

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
介
護
支

援
専
門
員
　
潮
田
元
美
さ
ん

■
と
こ
ろ

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
申
し
込
み

不
要

■
そ
の
ほ
か

各
回
、
手
話
通
訳

を
行
い
ま
す
。
託
児
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、
人
権
課
ま
た
は
町

人
権
セ
ン
タ
ー
へ
。
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夏
あ
り
ん
こ
ま
つ
り

子
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育

成
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
、
「
明
和
町
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
」
（
計
画
期
間
＝
平
成

17
年
〜
21
年
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
「
次
世
代
育
成

支
援
対
策
推
進
法
」
に
基
づ
く
明

和
町
に
お
け
る
行
動
計
画
で
あ

り
、
子
育
て
支
援
、
子
ど
も
の
健

全
育
成
な
ど
の
理
念
、
方
針
、
目

標
を
示
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
た

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
・
事
業
を
総
合

的
に
定
め
た
も
の
で
す
。
こ
の
計

画
の
役
割
は
、
子
育
て
家
庭
や
地

域
住
民
、
団
体
、
企
業
、
行
政
が

認
識
を
共
有
し
、
協
働
し
な
が
ら

「
行
動
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
次

世
代
育
成
支
援
を
行
う
こ
と
で
す
。

●
基
本
理
念
は
、
次
の
４
つ
に
定

め
て
い
ま
す
。

１
次
代
の
親
と
な
る
子
ど
も
の
重

視
２
親
が
子
育
て
の
喜
び
を
実
感
で

き
る
社
会
の
実
現

３
地
域
の
子
育
て
の
意
義
に
対
す

る
共
通
理
解
と
協
働
の
推
進

４
地
域
の
社
会
資
源
の
効
果
的
な

活
用

●
基
本
理
念
を
実
現
す
る
た
め

に
、
次
の
６
つ
を
基
本
目
標
に
定

め
、
総
合
的
に
施
策
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

Ⅰ
家
庭
の
教
育
力
の
向
上

Ⅱ
家
庭
で
の
子
育
て
に
対
す
る
支

援
の
充
実

Ⅲ
親
子
の
健
康
確
保

Ⅳ
幼
児
教
育
、
学
校
教
育
の
充
実

Ⅴ
地
域
の
教
育
力
の
向
上

Ⅵ
子
ど
も
の
安
心
･
安
全
の
確
保

と
地
域
環
境
づ
く
り

「「「「
明明明明
和和和和
町町町町
次次次次
世世世世
代代代代
育育育育
成成成成
支支支支
援援援援
行行行行
動動動動
計計計計
画画画画
」」」」
をををを
策策策策
定定定定

（
計
画
期
間
＝
平
成
17
年
〜
21
年
）

町と町老人クラブ連合会では、敬

老の日を祝って「平成17年度敬老福

祉大会」を、次のとおり開催します。

■とき ９月19日(祝) 受付＝午前

８時～、式典＝午前９時30分～、
演芸＝午前11時～

■ところ 総合体育館

■持ち物 参加申し込みをされた人

は、当日、水筒・座布団・案内状

をご持参ください

■そのほか 敬老の日にちなみ、町

より高齢者に郵送で記念品を贈呈

します。対象者は、９月１日現在

で77歳、88歳および95歳の皆さ

んです

※詳しくは、福祉課（TEL52-7115）
へ。 障

害
者
通
所
授
産
施
設
あ
り
ん

こ
で
７
月
31
日
、
地
域
住
民
に
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
夏
あ
り
ん
こ

ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な

ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
あ
り
ん
こ
利
用
者

が
普
段
作
業
し
て
い
る
リ
サ
イ
ク

ル
ポ
ッ
ト
作
り
な
ど
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
や
作
品
販
売
、
も
ぐ
ら
た
た

き
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
目
白

押
し
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
か

き
氷
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
は
行
列
が

で
き
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
所

で
作
ら
れ
た
国
産
木
炭
は
市
場
価

格
の
半
値
で
、
次
々
と
売
れ
て
い

き
ま
し
た
。

皆さんお越しください
19日に敬老福祉大会

◇
　
　
　
　
◇

「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
」
…
こ
の
法
律
で
は
、
次
代
の

社
会
を
担
う
子
ど
も
が
健
や
か
に

生
ま
れ
、
育
成
さ
れ
る
社
会
の
形

成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

行
動
計
画
の
策
定
を
、
全
国
の
市

町
村
や
事
業
主
に
義
務
付
け
て
い

ま
す
。
（
平
成
15
年
７
月
16
日
公

布
・
施
行
）

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
（

TEL
52-

７
１
１
５
）
へ
。

河川名 
項　　　目 備　　考 

ＰＨ ＳＳ ＤＯ 採水日 

祓　川 ７月６日 

 ７月６日 

７月６日 

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後

が標準河川水）、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生

物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、河川の汚濁

を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中に浮遊している微細な

固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素＝水中に溶解している酸素量で、汚濁が

著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる） 

大堀川 

笹笛川 

三
河
川
の
水
質 

ＢＯＤ 

7.3

5.2

5.3

0.5未満 

0.7

1.2

31.0

27.0

21.0

7.2

7.1

6.9
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す
ず
し
ろ
会
が
廃
油

石
け
ん
づ
く
り
を
指
導

中
央
公
民
館
で

ご
み
減
量
化
講
習
会

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
し
て
い
る

消
費
生
活
グ
ル
ー
プ
す
ず
し
ろ
会

（
三
田
洋
子
代
表
）
が
７
月
14
日
、

家
庭
か
ら
出
る
廃
油
を
使
っ
た
石

け
ん
作
り
を
中
央
公
民
館
で
行

い
、
13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
石
け
ん
は
空
き
缶
に
苛
性

（
か
せ
い
）
ソ
ー
ダ
５
０
０
㌘
と

水
１
㍑
を
入
れ
て
か
き
混
ぜ
な
が

ら
冷
ま
し
、
廃
油
３
㍑
を
加
え
て

棒
で
約
30
分
か
き
混
ぜ
、
牛
乳
パ

ッ
ク
に
入
れ
て
固
め
ま
す
。

参
加
者
た
ち
は
、
作
り
方
を
聞

い
た
後
、
作
業
を
開
始
。
基
本
的

な
廃
油
石
け
ん
の
ほ
か
、
E
M
菌

と
尿
素
入
り
の
廃
油
石
け
ん
を
作

り
ま
し
た
。

こ
の
石
け
ん
は
、
冷
え
て
固
ま

っ
て
か
ら
適
当
な
大
き
さ
に
切

り
、
家
庭
で
使
用
さ
れ
ま
す
。

ご
み
減
量
化
講
習
会
が
８
月
７

日
、
「
家
族
と
ご
み
に
つ
い
て
考

え
よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
中
央
公

民
館
で
開
か
れ
、
13
家
族
30
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
E
M
ボ
カ
シ
と
土

を
使
っ
て
生
ご
み
を
有
機
肥
料
に

変
え
る
方
法
を
明
和
町
環
境
グ
ル

ー
プ
（
寺
前
好
美
代
表
）
が
教
え

る
「
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
ま
し

ょ
う
」
の
班
と
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を

再
利
用
し
た
は
が
き
作
り
を
小
俣

町
消
費
生
活
学
級
（
植
村
静
子
代

表
）
が
教
え
る
「
自
分
だ
け
の
素

敵
な
は
が
き
を
作
ろ
う
」
の
班
に

分
か
れ
、
家
族
で
楽
し
み
な
が
ら

ご
み
の
減
量
化
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
「
土
な
ど
に

混
ぜ
る
生
ご
み
の
大
き
さ
は
ど
れ

く
ら
い
が
最
適
で
す
か
」
な
ど
熱

心
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

野焼きは法律で禁止されています野焼きは法律で禁止されています

家の庭や空地などで、ごみなどをそのまま燃やした

り、地面に直接穴を掘って燃やしたり、ドラム缶やブ

ロックで囲んだだけの施設、また、設備が不十分な焼

却炉（注）で燃やしたりすることを、野外焼却（いわ

ゆる「野焼き」）といい、次の例外を除き法律で禁止

されています。

違反すると、懲役５年以下または1,000万円以下の

罰金またはその併科に処せられます（「廃棄物の処理

及び清掃に関する法律」）。

※（注）焼却炉で焼却する場合は、法令に基づく届け

出が必要です。

【野焼き禁止の例外となる焼却行為とは】
①国または地方公共団体が、その施設の管理を行うために必要

な廃棄物の焼却

（例）管理者が管理のために行う河川敷の草焼きなど

②震災・風災害・火災・凍霜害・そのほかの災害の予防、応急

対策または復旧のために必要な廃棄物の焼却

（例）災害時での木くずなどの焼却など

③風俗習慣上または宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の

焼却

（例）しめ縄・門松

などを焼くどんど

焼きなどの年中行

事、卒塔婆などの

供養のための焼却

④農業・林業または

漁業を営むため

に、やむを得ない

ものとして行われ

る廃棄物の焼却

（例）あぜ草・稲わ

ら・つる・枝・魚

網にかかったごみなどの焼却

⑤たき火そのほか日常生活を営むために、通常行われる廃棄物

の焼却であって軽微なもの

（例）落ち葉たき、暖をとるためのたき火、キャンプファイア

など

※前記の事例の場合でも、生活環境上支障を与えたり

迷惑となる行為については、行政指導の対象となりま

す。また、前記焼却の際は、ビニール・プラスチック

類が絶対に混ざらないように注意してください。

紙をすいてはがき作り。

廃油石けんを作る作業風景。

町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 
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広報めいわ　広報めいわ　2005年９月号年９月号 広報めいわ　2005年９月号 

国
勢
調
査
は
、
日
本
国
内
の
人

口
、
世
帯
、
就
業
者
か
ら
み
た
産

業
構
造
な
ど
の
状
況
を
地
域
別
に

明
ら
か
に
す
る
統
計
を
得
る
た
め

に
行
わ
れ
る
、
国
の
最
も
基
本
的

な
統
計
調
査
で
す
。
国
勢
調
査
か

ら
得
ら
れ
る
各
種
統
計
は
、
国
や

地
方
公
共
団
体
で
各
種
の
行
政
施

策
を
立
案
す
る
た
め
の
基
礎
資
料

と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
も
と

よ
り
、
国
民
の
共
有
財
産
と
し
て

国
土
交
通
省
で
は
、
明
和
町
を

は
じ
め
と
し
た
全
国
62
市
60
町
村

と
協
力
し
て
人
の
動
き
に
関
す
る

交
通
実
態
調
査
を
行
い
ま
す
。

調
査
の
対
象
は
、
町
内
か
ら
無

作
為
に
選
ん
だ
約
２
０
０
世
帯
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
っ

た
世
帯
に
は
、
10
月
〜
11
月
ご
ろ

調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
企
画
課
（

TEL
52-

７
１
１
２
）
へ
。

財団法人自治総合センターが宝くじの普及広報事業と

して実施している一般コミュニティ助成事業を活用し、

明宝苑自治会、大淀三世古自治会、でやんかいの３団体

が次の整備を実施しました。

宝くじ助成で３団体が各種整備を実施

で
や
ん
か
い
の
テ
ン
ト
。

で
や
ん
か
い
の
は
ん
て
ん
と
帯
。

明宝苑自治会＝コミュニティ掲示板、投光器・発電機
ほか>>大淀三世古自治会＝みこし倉庫>>でやんかい＝
テント、はんてんほか

明
宝
苑
の
投
光
機
。

三世古のみこしの倉庫。

【
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
】

●
対
象
と
な
る
住
宅

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
（
着
工
を
含
む
）
さ
れ
た
木
造

住
宅
で
、
階
数
が
２
階
以
下
、
延

べ
床
面
積
３
０
０
平
方
㍍
以
下
の

住
宅
。
（
木
造
住
宅
で
も
ツ
ー
・

バ
イ
・
フ
ォ
ー
工
法
、
プ
レ
ハ
ブ

工
法
、
丸
太
組
工
法
は
対
象
外
）

●
診
断
員

三
重
県
が
後
援
す
る
木
造
住
宅

耐
震
診
断
講
習
会
を
修
了
し
た
建

築
の
専
門
家

●
診
断
方
法

①
申
込
者
に
診
断
員
が
電
話
連

行
政
の
支
援
す
る

『
無
料
耐
震
診
断
』
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

ご
協
力
く
だ
さ
い
国
と
県
交
通
特
性
調
査

三
重
県
で
は
、
中
南
勢
都
市
圏

（
津
市
〜
伊
勢
志
摩
）
の
皆
さ
ん

が
鉄
道
・
バ
ス
・
自
動
車
な
ど
の

交
通
機
関
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し

て
い
る
か
を
調
べ
、
交
通
計
画
な

ど
の
資
料
と
し
ま
す
。
無
作
為
に

選
ん
だ
世
帯
を
９
月
下
旬
か
ら
順

に
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
土
整
備
部
都
市

基
盤
室
（

TEL
０
５
９
―
２
２
４

―
２
７
１
８
）
へ
。

絡
し
、
診
断
の
日
程
を
調
整
し
、

訪
問
調
査
②
調
査
後
、
構
造
計
算

を
行
い
、
診
断
結
果
を
ま
と
め
て
、

後
日
報
告
書
で
説
明

●
申
込
先

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
企
画
課
へ
送
付
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
申
し
込
み

※
申
し
込
み
・
詳
し
く
は
、
企
画

課
（
〒
５
１
５
―
０
３
３
２
　
明

和
町
馬
之
上
９
４
５
番
地
・

TEL

52-

７
１
１

２
・
フ
ァ
ク

ス
52-

７
１

３
３
）
へ
。

研
究
・
教
育
活
動
、
経
済
活
動
な

ど
幅
広
い
分
野
で
利
用
さ
れ
ま

す
。
こ
の
調
査
に
際
し
、
総
務
大

臣
か
ら
任
命
さ
れ
た
国
勢
調
査
員

が
、
９
月
下
旬
に
皆
さ
ん
の
お
宅

へ
調
査
票
の
配
布
に
伺
い
ま
す
。

届
け
ら
れ
た
調
査
票
に
、
10
月

１
日
現
在
の
状
況
を
記
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
記
入
し
て
い
た
だ

く
項
目
は
、
世
帯
全
員
の
氏
名
、

男
女
の
別
、
出
生
の
年
月
、
就
業

国国
勢勢
調調
査査
にに
ごご
協協
力力
をを

（（
1100
月月
１１
日日
はは
国国
勢勢
調調
査査
のの
日日
でで
すす
））

状
態
、
通
勤
・
通
学
地
、
住
居
の

種
類
な
ど
17
項
目
で
す
。

10
月
上
旬
に
、
記
入
し
て
い
た

だ
い
た
調
査
票
を
受
け
取
り
に
国

勢
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

国
勢
調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る

調
査
関
係
者
に
は
守
秘
義
務
が
あ

り
、
調
査
内
容
の
秘
密
は
法
律
に

よ
っ
て
厳
重
に
守
ら
れ
、
ほ
か
に

漏
れ
た
り
、
統
計
以
外
の
目
的
に

使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
企
画
課
ま
ち
づ
く

り
推
進
係
（

TEL
52-

７
１
１
２
）

へ
。
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道路環境美化に長年取り組んできた個人や団体

を表彰する道路功労者表彰を８月２日、町商工会

女性部が三重県道路協会から受賞しました。この

受賞は、同部の活動目標のひとつである「住みよ

いまちづくりへの奉仕」の「花いっぱい運動」の

中で、平成12年から国道23号線大淀交差点のモニ

ュメント前に花壇を設置し、季節の花の植え付け

や草取りなどを行ってきたことによるものです。

町
商
工
会
女
性
部
が

県
道
路
協
会
か
ら
表
彰

衆衆
議議
院院
議議
員員
総総
選選
挙挙
はは

今今
月月
1111
日日
でで
すす

●
国
民
年
金
保
険
料
に
は
前
納
制

度
が
あ
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は
毎
月
納
付

（
月
額
１
万
３
５
８
０
円
）
の
ほ

か
、
①
口
座
振
替
に
よ
る
「
半
年

前
納
」
②
納
付
書
に
よ
る
希
望
月

か
ら
の
「
前
納
」
の
２
種
類
が
あ

り
ま
す
。

①
口
座
振
替
に
よ
る
「
半
年
前
納
」

平
成
17
年
10
月
分
〜
18
年
３
月

分
ま
で
の
６
カ
月
分
を
口
座
振
替

で
前
納
す
る
と
、
８
万
５
５
０
円

（
通
常
８
万
１
４
８
０
円
）
で
９

３
０
円
の
割
引
と
な
り
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
場
合
は
９
月
末
ま
で
に

口
座
通
帳
、
口
座
届
出
印
、
年
金

手
帳
を
ご
持
参
の
上
、
町
民
課
保

険
年
金
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
（
事
務
処
理
の
手
続
き
上
お

早
め
に
お
願
い
し
ま
す
）

②
納
付
書
に
よ
る
希
望
月
か
ら
の

「
前
納
」

納
付
書
に
よ
る
現
金
納
付
は
希

望
の
月
か
ら
前
納
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
例
え
ば
平
成
17
年
９
月

分
〜
18
年
３
月
分
の
７
カ
月
分
を

納
付
書
で
前
納
す
る
と
、
９
万
４

１
３
０
円
（
通
常
９
万
５
０
６
０

円
）
で
９
３
０
円
の
割
引
と
な
り

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
場
合
は
松
阪

社
会
保
険
事
務
所
（

TEL
０
５
９

８
51-

５
１
１
５
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

８
月
８
日
の
解
散
に
伴
う
衆
議

院
議
員
総
選
挙
は
、
９
月
11
日
に

行
わ
れ
ま
す
。

投
票
は
各
投
票
所
で
行
い
、
時

間
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま

で
で
す
。

選
挙
当
日
に
都
合
が
悪
い
人

は
、
公
示
日
の
翌
日
か
ら
選
挙
前

日
ま
で
の
期
間
に
期
日
前
投
票
が

で
き
ま
す
。
期
日
前
投
票
が
で
き

る
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
８
時
ま
で
、
場
所
は
明
和
町

役
場
１
階
研
修
室
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
選
挙
管
理
委
員

会
（
総
務
課
内
・

TEL
52-

７
１
１

１
）
へ
。

国
民
年
金
保
険
料
は

き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

がん健診

●とき　９月26日(月)
●ところ　大淀会館

●内容・受付時間 胃がん検診＝

午前７時30分～９時30分、乳
がん検診（マンモグラフィ

ー）＝午前９時30分～11時・

午後１時～２時30分、子宮がん
検診＝午後１時～２時

●料金・定員・対象者　胃がん検

診＝1,000円・50人・30歳以

上、乳がん検診＝700円・各40
人・20歳以上、子宮がん検診＝
700円・80人・20歳以上

※申し込みは、福祉課へ。

お急ぎください！

「「明明和和町町史史」」定価4,000円

史料編第１巻（自然・考古、民俗・文化財）

在庫が残り少なくなりました。

※詳しくは、中央公民館内明和町史編さん室

（TEL52-7148）へ。

町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 
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９
月
は
、
夏
の
名
残
を
と
ど
め
な
が
ら
も
初
秋

の
気
配
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
先
日
ま
で
の
稲
の
穂

波
も
刈
り
取
ら
れ
、
明
和
町
の
田
園
風
景
も
秋
へ

一
日
一
日
急
い
で
い
る
よ
う
で
す
。

昨
年
は
度
重
な
る
台
風
の
襲
来
が
あ
り
、
宮
川

村
は
未
曾
有

み

ぞ

う

の
大
災
害
を
被
り
ま
し
た
。

今
年
は
平
穏
で
あ
る
こ
と
を
祈
念
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

秋
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
季
節
、
文
化
の
季
節
と
い

え
る
か
と
思
い
ま
す
。

明
和
中
学
校
の
生
徒
諸
君
は
中
学
校
総
体
で
活

躍
さ
れ
、
水
泳
の
北
村
　
崚
君
（
佐
田
）
、
柔
道

の
渡
辺
大
志
君
（
上
村
）
は
堂
々
優
勝
し
ま
し
た
。

明
和
中
学
の
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
準
優
勝
で

東
海
大
会
出
場
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
。

小
学
生
も
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
・
柔
道
・
卓
球
な

ど
全
国
大
会
出
場
、
さ
ら
に
伊
勢
工
業
高
等
学
校

の
北
岡
和
浩
君
（
蓑
村
）
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
全

国
高
校
総
体
で
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

文
化
面
で
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
芸
術
分
野
で

自
己
昇
華
の
作
品
を
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
も
知
事
の
意
向
で
、
文
化
力
の
構
築
に
向
け

て
指
針
の
策
定
計
画
が
推
進
さ
れ
、
委
員
会
を
設

立
す
る
運
び
に
な
り
、
明
和
町
も
企
画
課
長
が
大

学
教
授
や
市
民
活
動
の
代
表
者
の
皆
さ
ん
と
共

に
、
三
重
県
の
文
化
力
を
高
め
る
た
め
の
一
員
と

し
て
参
画
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

文
化
の
町
と
し
て
特
に
明
和
町
が
伊
賀
市
と
共

に
推
挙
さ
れ
た
こ
と
は
大
い
に
誇
る
べ
き
こ
と
で

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
期
待
に
添
う
べ
く
頑

張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

秋
天
の
紺
を
深
め
し
伊
勢
の
国
　
　
　
　
　
眞
澄

町長サロン

ＭＣ（明和チャイルド）くらぶ

●とき・対象児 ９月21日(水)＝
平成15年２月生まれ、10月19

日(水)＝平成15年３月生まれ
●ところ 福祉センター

●受付時間 午前９時30分までに

●持ち物 母子健康手帳・発達調

査票

１歳６カ月児の健康診査

●とき・対象児 ９月９日(金)＝
平成16年２月生まれ、10月14

日(金)＝平成16年３月生まれ
●ところ 福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

３歳児の健康診査

●とき・対象児 ９月16日(金)＝
平成14年２月生まれ、10月21

日(金)＝平成14年３月生まれ
●ところ 福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

育児相談と妊産婦指導

●とき・対象者 ９月７日(水)・
９日(金)・10月12日(水)・14
日(金)＝乳幼児と妊産婦で月齢
は不問

●ところ 福祉センター

●受付時間 午前９時30分～10

時30分

●持ち物 母子健康手帳

●申し込み 相談する人の名前

（子どもの場合は生年月日）・電

話番号を、前日までに福祉課へ

各種検診など
お問い合わせ・詳しくは、

福祉課（TEL52-7115）へ。

総人口 

男 

女 

総世帯 

23,126人　 

11,150人　 

11,976人　 

7,295世帯 

８月の人口 

出生 

死亡 

転入 

転出 

20人 

13人

39人 

52人 

７月中の異動 

初

秋

の

風

木
戸
口
　
眞
澄

 
広報めいわ　広報めいわ　2005年９月号年９月号 広報めいわ　2005年９月号 

長年にわたり民生委員・児童委員として

活躍され、地域福祉の推進に尽力された功

績で、７月13日、山川充造さん（上村）が

厚生労働大臣特別表彰を受賞されました。

山川さんは、昭和52年から昨年11月まで

の27年間同委員として務められ、同委員会

長や町社会福祉協議会理事などを歴任。地

域住民の信頼も厚く社会福祉に理解と熱意

を持ち、活動を行うための知識と技術も兼

ね備え、積極的に活動されました。

山
川
さ
ん
が

厚
生
大
臣
特
別
表
彰
を
受
賞
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※詳しくは、同校（TEL0598-50-
2510）へ。

松阪警察署では、暴力団との民事

トラブルや暴力団の不法行為につい

て相談を受ける「民事介入暴力巡回

法律相談」を開催します。相談者お

よび内容については秘密が厳守さ

れ、相談者に対する保護対策には万

全を期しています。一人で悩まずに、

勇気を持って相談してください。

■とき 10月14日(金) 午後１時

～４時

■ところ 伊勢生涯学習センターい

せトピア（伊勢市黒瀬町562番地

12）

■相談料 無料

■相談内容 刑事問題（暴力団から

脅されている、暴力団から乱暴さ

れたなど）、民事問題（暴力団か

らあいさつ料などを要求されてい

る、暴力団が交通事故の示談など

に介入している、暴力団への加入

要求をされているなど）

■相談担当者 三重弁護士会民事介

入暴力対策委員会弁護士・(財)暴
力追放三重県民センター暴力相談

委員・三重県警察本部暴力団対策

課および伊勢警察署警察官

※詳しくは、(財)暴力追放三重県民
センター（TEL0120-31-8930・
059-229-2140）へ。

平成17年５月現在、警察業務で扱

った死者のうち身元の判明していな

い人は、全国で約１万8,000人、三

重県では約180人です。

三重県警察本部では、一人でも多

くの人を家族の元にお返しするため

に、鑑識課で常設の相談所を開設し

ています。また、常設相談所に来る

ことができない人のために、臨時の

相談所を開設します。

【臨時相談所】

■とき ９月14日(水) 午前10時

～午後４時

■ところ 松阪警察署内（松阪市中

央町366番地１）

【常設相談所】

■ところ 三重県警察本部刑事部鑑

識課（津市栄町１丁目100番地・

庁舎４階）

※詳しくは、同課（TEL059-222-
0110(代)・内線4641）へ。

「行方不明者を捜す相
談所」の開設

民事介入暴力巡回法律
相談を開催

スポーツ結果
◇多気郡スポーツフェスティバルゲ

ートボール大会（７月17日・多気町

天啓公園・参加24チーム）

③昴

◇松阪地区中学校総合体育大会

（７月16日、17日、21日・明和中学

校グラウンドほか）（敬称略）

ソフトボール＝②明和、バスケット
ボール男子＝③明和、サッカー＝①
明和、柔道団体の部男子＝①明和、
同部女子＝①明和、柔道個人の部男
子55㌔未満＝③松本幸三郎、同60
㌔未満＝③岩本健太、同66㌔未満＝
①渡辺大志、同73㌔未満①丸山朋紀
②荒木雅太、同90㌔未満＝③光田和
矢、同90㌔以上＝③浦口拓弥、同部
女子44㌔未満＝③山路彩加、同48
㌔未満＝①森山まゆ②寺西宏名、同
52㌔未満＝①大野芹香②小林加奈、
同57㌔未満＝①井尻このみ②中井良

美、同63㌔未満＝①竹本綾奈②向井
響、柔道１年の部＝②矢吹泰盛③鶴
田晃基、剣道団体の部男子＝③明和、
バドミントン団体の部＝③明和、バ
ドミントン個人の部シングル＝①山

崎智恵子③中村薫子、同ダブルス＝
③田端真美・中村薫子

外国などほかの地域から移され

た生物を移入種といい、中には元

からいた生物に対してさまざまな

悪い影響を与え、その地域の生態

系を変えてしまうものもありま

す。

近年、ペットとして飼われてい

た動物や昆虫などが、野原や山、

川に捨てられて問題になっていま

す。飼い主によって捨てられた移

入種が野生に定着してしまうと、

それを捕まえて、元の自然を取り

戻すには、大変な労力と費用が必

要です。移入種問題は、人の行動

により引き起こされるということ

を理解し、ペットを飼うときには、

習性などをよく考えて最後まで責

任を持って育てるという心構えが

必要です。

移入種についてもっと詳しく知

りたい人は、次のホームページを

ご覧ください。

http://www1.eco.pref.mie.jp/shi

zen1/alien/

○移入種に関してのお問い合わせ

は、三重県環境森林部自然環境

室（TEL059-224-2578）へ。
○動物愛護に関するお問い合わせ

は、松阪地方県民局保健福祉部

（TEL0598-50-0529）へ。

移入種を放さない！逃がさない！広げない！

と
こ
ろ

ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
は

10
月

16
日
( )日
で
す
。

明
和
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
こ
ろ

町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 
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わたしたちのまち明和町を見渡せ

ば、あちらこちらに四季折々の豊か

な自然があり、風情を感じることが

できます。「写真で見る明和の四季」

展では、明和町の魅力ある自然や風

情を写真で紹介します。皆さん、ぜ

ひお越しください。

■とき ９月10日(土)～10月２日
(日)の午前９時30分～午後５時
（休館日を除く）

■ところ 斎宮歴史博物館　特別展

示室

■入場料 無料

※詳しくは、同館（TEL52-3800）
へ。

(財)三重県知的障害者育成会で
は、三重県の委託を受け、障害者の

人権を守るために相談窓口「障害者

110番」事業を実施しています。

障害者の権利擁護にかかわる内容

（対人関係のトラブル、金銭関係、

相続、人権侵害の問題など）に対し、

内容によっては専門家を交えて、相

談をお受けします。

■とき　10月13日(木)
■ところ 伊勢県民局（２階衛生教

育室）＝午前10時～正午、松阪県
民局（１階母子相談室）＝午後２

時～４時

■相談料　無料

※詳しくは、(財)三重県知的障害者
育成会（TEL059-227-0810・ファ
クス059-225-3935）へ。

ヨガを通して心身共にリフレッシ

ュしませんか。

■とき ９月29日(木) 午前10時

～11時

■ところ 総合体育館ミーティング

室

■参加費 無料

■持ち物 バスタオル・タオル・水

分補給のドリンク

■定員 20人

■そのほか 素足になり運動のでき

る服装。参加時には食後２時間以

上経過している状態で参加

※詳しくは、荒木もとみさん

（TEL090-4117-2985）へ。

タッチラグビーは、ラグビーのタ

ックルをタッチに変えた６人１チー

ムの競技です。相手にタッチされず

にゴールに進む簡単なルールで、子

どもから大人まで男女を問わず参加

できます。

※ 詳 し く は 、 綿 民 大 輔 さ ん

（TEL52-2307）へ。

みえスポーツフェスティバルが県

下各地で68種目にわたり開催されま

す。多気郡代表で参加される場合は

ご連絡ください。

※詳しくは、総合体育館（TEL52-
7130）へ。

■募集人数 40人（推薦・一般・社

会人を含む）

■修業年数 ３年

■試験場所 松阪看護専門学校（松

阪市鎌田町145番地４）

＜一般入試＞

■出願資格 高等学校を卒業した者

および平成18年３月卒業見込みの

者、高等学校卒業程度認定試験資

格を有する者（大学入学資格を有

する者も含む）

■願書受付期間 前期＝10月11日

(火)～26日(水)（必着）、後期＝
平成18年１月10日(火)～25日
(水)（必着）

■試験日時 前期＝11月６日(日)、
後期＝平成18年２月５日(日)

■試験科目 国語Ⅰ・Ⅱ（古文・漢

文を除く）、一般教養、面接

＜社会人入試＞

■出願資格 大学入学資格を有し、

平成18年４月１日現在で３年以上

の社会人経験を有する者

■願書受付期間 10月11日(火)～
26日(水)（必着）
■試験日時 11月６日(日)
■試験科目 一般教養、面接

松阪看護専門学校が平
成18年度の学生募集

みえスポーツフェステ
ィバルの参加受け付け

タッチラグビーの
参加者を募集

リフレッシュヨガの
体験レッスンを開催

障害者の相談窓口
「障害者110番」を実施

博物館で「写真で見る
明和の四季」展を開催

納税は忘れず！
今月は下記のとおりです
●町県民税・×

●固定資産税・×

●軽自動車税・×

●国民健康保険税・６期

●介護保険料・６期

花火（上村地区）



ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞か

せを、おはなし小槌の皆さんが、次のとおり行いま

す。

■とき・内容 ９月18日(日) 午後２時～＝絵本

「からすのカラッポ」、紙芝居「みずうみをしばる

はなし」ほか

■ところ ふるさと会館２階ロビー

【今月の休館日】
５日(月)・12日(月)・19日(祝)・20日(火)・23
日(祝)・26日(月)・30日(金)
※詳しくは、ふるさと会館（TEL-52-7131）へ。

５日(月)行政・心配ごと相談（午前９時30分～正午）
12日(月)心配ごと相談（午後１時30分～４時）
20日(火)心配ごと相談（午後１時30分～４時）
26日(月)心配ごと相談（午後１時30分～４時）

●古典とのふれあい公演会
■とき 10月30日(日) 午後１時30分～２時30分

■ところ いつきのみや歴史体験館

■内容　朗読「京ことばできく源氏物語」

■定員・参加費 180人・無料

■申し込み 往復はがきに開催日、公演名、住所、

氏名（ふりがな）、電話番号を記入の上、９月25

日(日)～10月15日(土)（当日必着）に同館（〒
515-0321 明和町斎宮3046番地25）へ。はがき

１枚につき１人。申し込み多数の場合は抽選

※詳しくは、いつきのみや歴史体験館（TEL-52-
3890）へ。
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【明和町ホームページ】
http://www.town.meiwa.mie.jp

「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
ば
が
世
界
中
の

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
。
小
さ
い
頃
、
食
べ
も

の
を
残
し
た
り
使
え
る
も
の
を
捨
て
て
し
ま
っ
た
と

き
に
、
母
親
や
祖
母
に
「
も
っ
た
い
な
い
な
あ
」
と

言
わ
れ
た
。
今
で
は
聞
き
慣
れ
た
「
リ
デ
ュ
ー
ス

（
削
減
）
」
「
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）
」
「
リ
サ
イ
ク
ル

（
再
利
用
）」。「
も
っ
た
い
な
い
」
は
こ
の
３
つ
の
こ

と
ば
を
包
括
し
な
が
ら
も
何
気
な
く
心
に
響
く
。

【
裏
・
斎
宮
ふ
れ
あ
い
祭
】
地
域
住
民
と
し
て
、

テ
ン
ト
張
り
や
ヨ
ー
ヨ
ー
作
り
な
ど
の
準
備
か
ら
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
祭
り
を
つ
く
る
側
と
し
て

参
加
す
る
こ
と
は
、
客
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
と
は

ま
た
違
う
だ
い
ご
味
が
あ
る
。
最
後
に
、
見
様
見
ま

ね
で
し
ょ
ん
が
い
を
踊
る
。
見
知
ら
ぬ
人
同
士
で
も
、

一
緒
に
踊
れ
ば
不
思
議
な
一
体
感
が
生
ま
れ
る
。
夏

の
思
い
出
が
一
つ
増
え
た
。

■最大震度別地震回数（平成17年７月11日～８月10日） 

震　度 

全　国 

明和町 

７ ６強 ６弱 ５強 ５弱 ４ ３ ２ １ 合計 

※役場に設置の計測震度計による。 

※ 

0 0 0 1 0 4 11 31 77 124

0 0 0 0 0 0 0 0 00

今月のお話会・ふるさと会館

今月の心配ごと相談・福祉センター

わたしは、斎宮

小学校の６年生で

す。第23回斎王ま

つりで子ども斎王

をしました。

約40人の応募者の中から抽選で選ばれたとき

はびっくりして、夢じゃないかと思いました。

当日はカメラマンや観客の人たちがいっぱい

いてびっくりしました。家族や友達が見にきて

くれて、「すごいなぁ」「きれいやなぁ」と言っ

てくれ、うれしかったです。

衣装の袿（うちき）はきれいだけど、まつり

の日は天気が良かったので、すごく暑かったで

す。また、葱華輦（そうかれん）は、結構乗り

心地が良かったです。大人になったら斎王さん

になってみたいなぁ。

子ども斎王になってみて

いつきのみや歴史体験館からのお知らせ

尾上詩織さん

（斎宮）

一人で悩んでいませんか？
●「しつけ？それとも虐待？」

【相談窓口】

明和町役場TEL52-7115
中勢児童相談所TEL059-231-5666
●ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は犯罪です！

【相談窓口】

配偶者暴力相談支援センターTEL059-231-
5600

警察安全相談電話TEL059-224-9110・♯9110
松阪警察署TEL0598-53-0110
松阪保健福祉部TEL0598-50-0596
※お気軽に、まずはお電話してください。


